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1 はじめに 
近年，スマートフォンの普及やフリーWi-Fi の整

備により，インターネットを介したチーム内での情

報共有のための様々コミュニケーションツールが出

現し，容易にコミュニケーションが行われるように

なった．一方で，NHK が行った「情報に関する意識

調査」では，「今の社会は情報が多すぎると思う」

と回答した人の割合は 8 割を超えている[1]．つま

り，コミュニケーションツールによって，チーム内

でのインタネットを介したコミュニケーションが容

易に行うことが可能になった一方で，情報過多によ

る負担が重くなっている．情報共有をする際に，複

数のコミュニケーションツールの使用や，ユーザ自

身にはあまり関係のない情報が流れることにより，

本当に自身に必要であった情報を見逃してしまうこ

とも多くある． 

このことから、チーム内で共有される情報を対象

として，ユーザ自身が本当に必要な情報をタスクと

してまとめ，そのタスクの重要度やスケジュールの

管理を助ける機能の実現が重要と考える． 

本稿では，タスク階層化機能を備えた掲示板型タ

スク管理アプリの実現方式について述べる．本方式

では，タスク管理に掲示板型の UI を採用すること

で，一覧性を持たせるとともに，視覚的変化による

優先度の管理を行う．本方式では，重要度と緊急度

という指標についてその度合いに応じたアイコンを

用いて表現することで，優先度を可視化する．本方

式は，一覧性のある UI を採用し，その上で優先度

の管理を行うことで，タスクの優先度を可視化し，

ユーザによる重要な情報の見落としを回避すること

が可能となる．本方式は，情報を見落としがちであ

る現代の我々にとって，素早く情報を確認すること

を可能にし，タスクの行動開始までの時間の短縮へ

の一助となりうる． 

 

2 関連研究 
タスク管理を実現するアプリケーションは，一般

的に，todo リスト、リマインダー機能といったも

のが実現されている． 

 

 

 

 

 

谷岡ら[2]は，ユーザのタスクを，進行中・達成済

み・削除済みの３種類で分類しており，タスクの達

成具合を色で表現している．また，寺下ら[3]は，

１日のタスクに対する消費時間の計算を行うアプリ

ケーションの提案を行なっている． 

本研究では，タスクを重要度と緊急度という指
標についてその度合いに応じたアイコンを用いて表

現することで，優先的に手をつけるべきタスクの提

案をすることができる．このように，タスクの優先

度を要度と緊急度という指標を用いて管理を行うこ

とにより，タスクの期限を想起させることが可能に

なっている． 

 

3 提案方式 

3.1 全体像 

本稿では，Apple 社の iOS 向けアプリケーションと

して，タスクの階層化機能を備えた掲示板型タスク

管理アプリを実装する． 

本方式でユーザが行えるアクションを図 1 に示す．

本方式では，ユーザ自身が行わないといけない仕事

を「タスク」として定義し，そのタスクの登録をす

ることを想定している．本方式では，タスクを表示

する UI を「ボード」と定義する．ボードは掲示板

の様式を模しており,ボードに配置されたタスクは

位置が固定される．各タスクには星マークをつける

ことができ，重要度を目立たせることが可能である．

実装したボードの画面を図 2に示す． 

 

 
図１ 本方式でユーザが行えるアクション 
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図２ 実装したアプリケーションの画面 

 

3.2 タスクの入力と削除 

本方式では，ユーザ自身が重要なタスクを見失うこ

とを防止する機能を実現する．本方式では，タスク

を入力する場所をユーザ自身が設定することとした．

タスクを入力する場所を自分で決定することで，よ

りタスクとその位置の記憶の結びつきを強め，ユー

ザに対し強く印象付けることが可能となる．また，

ボード上のタスクを見失うことを防ぐため，完了し

たタスクの消去をする場合，現在のタスクの位置を

自動で詰めていくのではなく，固定したままとした．

このように掲示板形式の UI を設計することにより，

従来の Slack や LINE のようにタイムライン上に流

れていってしまうのではなく，必要な情報をストッ

クし，一覧性のあるリストが作成可能となる． 

 

3.3 タスクの分類と階層化  
本方式では，タスクの分類を目的として，タスク

にタグの設定機能を持たせる．タグの設定は新規タ

スクの登録後に行う．タグはユーザが作成し，一度

作成したタグはデータベースに保持される．タグ付

けは，画面上に表示されたタグのリストをタップす

ることにより行われる．  また，本方式はタスクの階

層化の提案を行う．タスクに付けられたタグから，

アプリケーション側からタスクの階層化の提案を行

う．例として，タスクが「プレゼンテーション」で

あれば，「資料の作成」，「発表練習」などのより

具体化された子タスクへの階層化の提案を行う．ユ

ーザはその提案を踏まえタスクの細分化の決定を行

う．こうした細分化の候補は，主要なタスクについ

てはシステムに予め設定しておき，ユーザによる拡

張も可能とする．細分化されたタスクは元のタスク

の子要素とする． 

 

3.4 優先度管理  

期日までの期限はまだあるが前倒しで取り掛かる

べきタスク，または，早期に解決すべきタスクを表

現するために，優先度を表現する指標として重要度

と緊急度を導入し，ユーザが取り掛かるべきタスク

を明確にする．本アプリケーションでは，即日での

解決が困難であるタスクを重要度が高いと定義し，

より期限が迫っており，いち早く解決すべきである

タスクを緊急度が高いと定義する．また，それらの

パラメータを組み合わせたものを優先度とする．緊

急度はボード上に配置されたタスクの背景色を変更

することにより視覚的に差別化を行う．本実装では

タスクの期限の前日にリマインドを行い，同時に通

常の色から緊急さをより表すことのできる赤系統の

色へ変化させ，緊急度の度合いを表現する．重要度

はユーザが星型のボタンをタップすることにより視

覚的な差別化を表現する．重要度の高いタスクにつ

いては，本来のリマインドの時刻より早くリマイン

ドを行うことにより，前もってタスクの解決を行う

よう誘導することが可能である．また，これらの通

知は細分化されたタスクの子要素にも適応される． 

 

4おわりに 
本稿では，タスク階層化機能を備えた掲示板型タ

スク管理アプリの実現方式について示した．本方式

では，タスク管理に掲示板型の UI を採用すること

で，一覧性を持たせるとともに，視覚的変化による

優先度の管理を行うことが可能となった．今後の課

題として，本方式を実現したアプリの評価実験とそ

の結果に基づいた人間の感性に基づく機能の拡張が

挙げられる． 
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